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「大社基地遺跡群の調査 口保存に関する要請」に対する回答について

2022年 1月 25日 付で出雲市長及び出雲市教育委員会教育長に対しいただいた要請
に対しまして、下記のとおり回容いたします。

記

本市は、戦争の悲惨さを後世に引継いでいくため、出雲弥生の森博物館において戦争に関

する展示や歴史学習に取組んでいます。

そうした中、このたび滑走略跡の記録をとる調査を行いました。調査成果は、博物館の展

示や歴史学習等を通して広く伝えてまいります。また、滑走路跡の一部を「歴史学習を行う

場所」として残し、活用したいと考えています。

さらに、大社基地関連施設群の全体像を明らかにするため、今後総合調査を計画的に行い

基礎資料とする考えです。

一方、民有地となつた滑走路跡は、購入された事業者の考えのもと開発されることから、

市としてその開発を中断できる権限はなく、事業者が所有する滑走路跡について市費を投じ

て買い上げる考えもありません。したがって、民有地となつた滑走路跡について、「国史跡」

指定に向かうことは困難です。

さまざまな意見がある中、後世に戦争の記録と記憶を残していくため、関係機関と連携を

図りながら、市の方針に沿つた出来る限りの取組を行つてまいります。
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